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B 11 被服設計のためのH 部近似ﾉk開
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被　服　97

目的　人体が衣服を着用寸るにあたり、肩智の適奪性は特に重要なポイント である。肩

郭 を把握する上で、な で肩・いかり肩・ 前肩などの形状とともに、肩ikif の形態に影響を

与える肩甲骨の位置と大きさも把えることが必要である。 また個人の利き腕劉の形状が、

生４などの影m をう吋て発達 していく過程に左右左が生まれ るとされているので、今回は

成人女子の乳頭位胸囲から上部のヽ肩・背・胸部形状をモアレ法により測定し、縞形状・

損断面図・＆開図などにより、種 々の考衆を行った・
方法　 被験者は19才から22才の女子学生197  ゑ の体型測定値より｡肩傾斜角度に注目レ

M  ± 1   S以内5 ゐ、M  -t 1   ^以上4 危、M － ＼ S 以下h 函、の晋計13 尨を禦､作為に抽出し
た。i4 iJ に際しては回転台を用い、正面から45攻おきに　８方向と、左右の肩上郭のを計/0

方向からとした。姿勢はif 立位で両上肢下垂時・両上肢上挙崎の ２種に定めヽ得られた三

次元データーを入力し、解析を行った。
維果　1cm ごとの水平断面重な図よりヽなで肩 い゚かり肩 ゜前肩などのそれぞれの特徴

を把えることができた。接平面配開図を交角一定でえがかせることによりへ 肩郡・背部 ’

mi? 形状の特徴とも異につい七把握でき、また左右私に関しても、利 き腕側の発達 した良

子があらわれた。接平面眼開図上の冬率 線をもとに、前・後・上肢と区分をおこない 、咎
ヒースを前後正中線を垂直にヽ乳頭位胸囲線を水平になる様､に配置した維果、肩線は、肩

峻斜角友だ･ヤ

B 12 ９ イト１ イい洛 ぢ埴 人目印@ 都原型(乃製図拍 ニー)いて(:r)研究

武庫川tc大家政 山川　哺　oa 目a 品ぷ　 料上島美ぷ

旦堕!R イ1ヽ ¬イ叫ヽL 吐衣回原型左作RScrS た＆ 二B 、滴tTl召人^E 用いて:立体貳断
左行^(T､ 悸最 Ξ有効^ 参画．L 抒L 、立体斟断に旧・s 程度cn飴練左曹ar §  た肪、粕 巴涵

左対 諏とL た夜服原型作成数高1二日 一端帥 二平面製図茫げt^ 固さ弑てﾆい§ ．従来cn車面製

図迭 Ξs 、いぽ飢小片法を採田して:Ξ、どend:  ^な体型に対し て二紅ぴｰ､ΓΞ･｜と｡痙合a[ 訓

型 左作ぼaiS 二とｇ 困難G ぷ＆。芒二てΞ、広峻囲(:n体型o) いぼV ＼|二4Ξぷく¬イヽヽ ､トcT 励

人服胴拠原型小製図法 左開絶咳＆二と左目的とL だ。

名法S 本吋－りとし口3 、前身ﾋ頁・'SBm と右r^ 1エ又にに'し ヽヽ /

どこ菅。 二c'とき、遅場(n製図法石i3いずれIΞ[tスト､５イこ (袖下

繊) 左一本(D劣平鏝として:固定していSo 二Cn� 訪lニセΣR －-i口

Σ ヽ^MS 正㈲ 二I 政､ 弓イΣ 位置包鋏払てﾆいこ包｢^工-zu げ一い1左

だ↑-ﾆあば 、袖T 点[C 点] などB 吋` -ヽ ヽ/"≒向に引､。張ら訊 、呼－いj

ぷ･咤 鴎瀞陥 呂部^B 吋- ヽヽ /誦直に応ピた:訥 併 槌^aiS ．二O､ざ

訊を陥ざ 、舞体各部位とげり ーΣ､との対応左正し<  と西� 泗 二、袖

く川[r ＼ ，V..点]I'iび鴎 笛[B 点]  (n鋏定□B 図＼二示sr三角測量畝)

ぢぢ＆ 計瀞喘 左翫り 入訊ヒft'図法包闇整し芭。
結果 図φD § ～ §O ぢぢ＆計禰喧 左湊 入さ§ ＝と［c 川 、Ａ

へ石 恥､ 仕置眺 壷T1に定まり、種・・ 体型enいぽ屈 二芒よく濾合な

＆原型包容剔二製図nE 二とげ Ξ壬^ よ 六|二をト､た。
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